

















































柳原 茂1)･岩宮正治1)･内山憲- 1) I
浦野徹2)･倉林譲3'
(I)束洋熱工業株式会社 ･ 2'熊本大学動物資源
開発研究センター ･病態遺伝 ･
3'岡山大学医学部 .動物実験施設)
【はじめに】
近年研究が進んできている遺伝子改変動物の飼育
には､従来のSPF動物と同様､クリーンな環境での
飼育は勿論のこと､より厳 しいクロスコンタミネー
ション防止管理が要求される｡ また､飼育者や研究
者に対する汚染物質や臭気等の問題は､より深刻な
問題となってきている｡
弊社では､これらの問題を改善するため､ケージ
間のクロスコンタミネーションがなく､飼育室内へ
の汚染物質や臭気等の拡散のない給 ･排気型動物飼
育システム(STAR:SystemofTonetsAnimalRack)
を熊本大学殿の協力を得て開発 し､その応用として
岡山大学仕様のもの(STAR/OK)を製作 したので紹介
する｡
【sTAR及びsTAR/0Eの特徴】
①ケージ間のクロスコンタミネーションが防止され
る｡
飼育ラック各棚段の天井部にスライド可能な吊り
下げられたケージ内に温湿度制御されたクリーン
な空気が直接送 り込まれ､飼育ケージ内部が陽圧
に保持されるため､ケージ間のクロスコンタミネ
ーションが防止される｡
②ケージ内で発生する汚染物質や臭気が飼育室に拡
散しない｡
飼育ラック各棚段のケージ前面上部に設置された
帯状の吹き出し口により､整流された気流がケー
ジ内で発散する汚染物資や臭気をケージ内あるい
はラック内に押さえ込むため､飼育室に拡散する
ことがない｡
③飼育動物にとっで快適な環境が維持される｡
ケージ内に直接吹き込まれる整流気流の速度は､
毎秒3cm程度と大変遅い風速であるから､飼育動
物にとって､大変やさしい生活環境を維持するこ
とが可能｡
④ラック前面に扉がない｡
ラック前面に扉がないことから作業効率を向上す
ることができる｡
(3)自動給水ノズルの位置がSTARは前面給水に対し､
STAR/OKは後面給水である｡
⑥sTARはモニターボックス付きであるが､STAR/OE
はモニターボックスがない ｡
【sTARの気流制御等に関する検証】
sTARの気流制御等に関して下記の実験､検証を実施
糾
した｡
(∋気流可視化実験による､ケージ間のクロスコン
タミネーション防止効果､および汚染物質の飼
育室内への拡散防止効果の検証｡
②アンモニアによる汚染物質拡散性状の確認｡
③擬似発熱体を用いたケージ内温度分布の測定｡
特別講演中の柳原 茂先生
特別講演 (2)
モンゴル恐竜共同調査6年間の歩み
鈴木 茂
(林原自然科学博物館)
1992年の予備調査を経て､1993年から1995年ま
での3年間､第一次共同調査が行われた｡最初の年
は初めての経験だけに､モンゴル側も日本側もと
まどうことが多かった｡しかし､ゴビ砂漠の化石
産地を東から西まで総ざらいし､ゴビの恐竜化石
についての概観を知ることができた｡1994年は前
年の経験を生かし､実りある成果を上げることが
できた｡中央ゴビのツグリキンシレからはプロト
ケラトブスの赤ちゃん恐竜15体をはじめ､成体を
10体､ノト型肉食恐竜のベロキラブトルの完全骨
格､中生代は乳類とトカゲ類の頭骨を採集した｡
また最も自然状況が過酷な西部ゴビのブギンツア
フからはサウロロフス､タルポサウルス､インゲ
ニアなどの恐竜や大型のカメ化石などを採集し
た｡1995年の調査ではブギンツアフから体長13メ
ートルにもなるサウロロフスと肉食恐竜の夕)レポ
サウルスが隣り合って発見され､ガリミムスの完
全骨格とあわせて発掘した｡中央ゴビのアラグテ
グからは22頭のピナコサウルスからなる集団化石
の発掘｡東ゴビのバイシンツ77からはバクトロ
サウルスの完全骨格と新種の小型獣脚類を採集す
ることができた｡
これらの第一次共同調査の成果は､ ｢モンゴル恐
竜調査の夢｣として山陽新聞社から出版された｡
1996年から始まった第二次共同調査では一次調査に
勝るとも劣らない化石の発見が続いた｡この三年間
で各地の恐竜化石産地から多くの卵 ･巣化石を採集
した｡またモンゴルからは初めてという大量の足跡
化石を各地で確認し､それらのいくつかの足跡を採
集した｡変わったところでは鳥との関連が指摘され
ているアビミムスやモノニクスの全身骨格や原始的
な鳥化石であるエナンテイオルニス類も採集するこ
とができた｡
これらの化石はモンゴルと日本の研究分担に沿って
分けられ､日本で研究される化石はコンテナで運ば
れた｡モンゴルの恐竜化石を含む地層は日本の地層
に比べて柔らかいという特徴がある｡そのため､運
搬中に破損しないように現場で厳重に梱包しなけれ
ばならない｡剖出作業は化石自体に傷を付けないよ
うに化石の強化とともに慎重に行われている｡こう
して剖出が終了した化石標本について､現在研究が
進みつつある｡
特別講演中の鈴木 茂先生
招待講演
最近の家畜ゲノム解析
ブタMHCクラスⅡ遺伝子と
ウシMxタンパク質遺伝子
小松正憲
(農林水産省中国農業試験場畜産部
育種繁殖研究室)
1.はじめに
家畜のゲノム関連研究は､DNAマーカーを用いた一
日増体重など家畜にとって重要な量的形質に関与す
る遺伝子座(QTLs)のマッピングやDNAマーカーを用
いた遺伝病の遺伝子診断等急速に進展している｡さ
らにウシにおいては､初期肱や体細胞を用いた核移
植による産子生産が行われてきており､これら核移
植産子の遺伝的評価等がDNAレベルで行われてい
る｡これらの状況について概説する｡
2.ブタMHCクラスⅡ遺伝子のDNAタイピングと応
用
主要組織適合遺伝子複合体(以下MrlCと略)は､同
一染色体上に約3Mbpにわたる領域に存在し､内因
性抗原ペプチドを細胞傷害性T細胞に捷示する分子
(クラスⅠ)､外因性抗原ペプチドをヘルパーT細胞
に捷示する分子(クラスⅡ)および血清補体成分の
一部(C4､C2､8因子等)をコードする遺伝子座に分
けられる｡また､このMHC領域には､免疫応答に関
連する分子以外にも発生分化に関わる遺伝子や､
最近では ｢臭い｣の個体差を認識する遺伝子座の
存在も示唆されている｡ブタのMHCはSLAと呼ば
れ､SLAハプロタイプと免疫応答能､さらには繁殖
能との関連性が研究されてきた｡sLA遺伝子型は､
今後ブタにおいて抗病性育種のみならず広く育種
を進める上で有用な遺伝子型情報になると期待さ
れる｡
またsLA遺伝子型は免疫能と深く係わることか
ら､ブタを用いた免疫実験においては供試個体の
sLA遺伝子型の把撞は重要である｡演者らは､白血
球全RNAを鋳型にしたpcR-RFLP法やPCR-SSP法によ
り､sLAクラスⅡ遺伝子(DRBl､DQBおよびI)QA)の
DNAタイピング法を報告してきた｡このSLAクラス
Ⅱ遺伝子のDNAタイピング法と､本方法を用いて実
際にブタ3品種の交雑系から作出されたSLAホモ型
系統のDNAタイピングの例を概説する｡さらに､梅
山豚とヨーロッパ系豚の免疫能の違いを解析 した
例を述べる｡
3.ウシMxタンパク質遺伝子の構造と発現
Mxタンパク質は､タイプⅠのインターフェロン
で誘導される抗ウイルス性タンパク質であり､
GTPaseの1種である｡演者らの研究室では黒毛和種
子宮内膜のcI)NAライブラリーからウシMx遺伝子
cI)NA全長をクローニングした｡この遺伝子の構造
と発現についての研究を紹介する｡
招待講演中の/｣､稔正春先生
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第39回岡山実験動物研究会
平成12年7月8日(土)午後1時30分から4時55分まで
岡山大学文学部会議室で､三谷恵一先生(本研究会
理事)の主催､岡山県新技術振興財団の後援で開催
された｡
はじめに､会長の佐藤(岡山大 ･農学部)から開会
の挨拶があり､その後､一般講演(1)に移った｡
一般講演 (1)は ｢パターンは右視野で視覚走査さ
れ､水平線分は垂直線分よりも誘目性が高い-30-
30-40msec行動解析-｣と遷して岡山大学文学部の
三谷恵一先生が静漬された｡この司会は倉林譲先生
(岡山大 ･医学部)が担当された｡
一般講演 (2)は ｢四元雑種由来マウスコロニーに
出現した骨格異常突然変異の解析｣と題して岡山大
学農学部の新海雄介氏が講演された｡この司会は内
藤一郎先生 (重井医学研究所)が担当された｡
一般講演(3)は ｢マウス居住性から見た市販床敷
ベスト10｣と題して岡山大学医学部の倉林譲先生が
講演された｡この司会は新井成之先生(㈱林原生物
化学研究所 ･藤崎研究所)が担当された｡
休憩を取った後､事務局から会務報告があった｡
①平成11年度の研究会活動として､第37回研究会は
5月26日岡山大学医学部図昏館3階講堂で特別講演2
題､一般講演2題の内容で､第38回研究会は11月24
日メルパルクOKAYAMAで特別講演2題､招待講演1題
の内容でいずれも岡山県新技術振興財団の後援で開
催したこと､第16号の研究会報は10月に発行し､ll
月に会員に送付したこと､理事会､常務理事会はい
ずれも2回開催したこと､②平成11年度(1月1日-12
月31日)の会計収支決算報告 として､収入総額
1,178,096円､支出総額555,997円､残高662,099円
であり､収支決算報告に当たって会計監査を受けて
いること､①平成12年度(1月1日～11月7日)の会計
収支中間報告として､収入総額674,134円､支出総
額88,254円､残高585,880円であること､④12年度
の研究会活動として､第39回研究会が本日の7月8日
岡山大学文学部の三谷恵一先生(本研究会理事)の主
催で開催されていること､第40回研究会は12月8日
(金)13:00から公共施設での開催を予定しているこ
と､第17号会報の発行は9月に予定していること､
役月の選任 (会則第7条､第9条に則る)は9･-10月に
行う予定であること､投稿規定の制定を行ったこ
と､常務理事会は3回､理事会は2回の開催を予定し
ていること､などであった｡
会務報告後､直ちに特別講演に移った｡
特別講演は ｢医薬品開発サポート菜の現状｣と透
して㈱ラビトン研究所 ･大阪医薬品臨床開発研究所
代表取締役の金田平八郎氏(本研究会賛助会員及び
